
 

 

           ＊配布物： 

           ・1808回週報 

           ・ロータリーの友 7月号 

           ＊回覧物： 

 ・家族納涼例会出欠表 

・ハイライトよねやまVol.304 

・合同奉仕活動参加希望確認調査表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

                            

                            

                        

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

              皆さん、こんにち 

             は。 

              本日は、国際ロータ 

             リー第 2620地区稲葉 

             雅之ガバナー、そして 

 静岡第5グループ川井

啓介ガバナー補佐にご訪問いただきまして、誠にあ

りがとうございます。ようこそ浜名湖ロータリーク

ラブへお越しくださいました。 

 稲葉ガバナーは、伊東西ロータリークラブご所属

で、温泉のまち・伊東らしい、とても温かいお人柄

の方です。私自身、地区の青少年交換委員会に出向

しておりまして、そのご縁で、ガバナーがノミニー

の頃からお姿を拝見してきました。エレクト、そし

てガバナーへとなられるまで、ずっと変わらず誠実

で、静かに、でもしっかりと存在感を増していかれ

る様子を、間近で見てまいりました。「やっぱり、地

区のトップに立たれる方は違うなぁ」と、そんなふ

うに感じております。 

 また、川井ガバナー補佐におかれましても、私で

も気軽にお声がけできる、とても親しみやすい方で 

2025-26 年度国際ロータリー会長： 

フランチェスコ・アレッツォ（イタリア、ラグーサ県） 

第 2620 地区 2025-26 年度ガバナー： 

 稲 葉 雅 之（伊東西 RC） 

第 1809回例会 2025年 7月 22日（火） 晴  VOL.41  週報No.2 
点鐘：近藤 茂 会長    SAA：中村 哲也   ソング♪奉仕の理想 

本日のプログラム： がバナー公式訪問・第 1回ガバナー補佐訪問 

四つのテスト唱和： 小島 明良 

本日のゲスト： 第 2620地区ガバナー  稲葉 雅之 様（伊東西RC） 

          同 地区幹事   杉本 興一 様（伊東西RC） 

          静岡第 5グループガバナー補佐 川井 啓介 様（浜松中RC） 

          同 事務局長   桒原 伸夫 様（浜松中RC） 

 

          

 

41 期 2025-2026 年度 浜 名 湖 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ 週 報

例会場 ： 浜名湖レークサイドプラザ 〒431-1424静岡県浜松市浜名区三ヶ日町下尾奈 200 TEL・FAX 053-524-1177 

E-mail hamanako@hamanako-rc.com    HP  http://hamanako-rc.com 

例会日 ： 毎週火曜日  12：30～13：30 

会  長 ： 近 藤   茂     幹  事 ： 渡 邊 正 敏     公共イメージ委員会委員長 ： 戸 塚 良 平 

会 長 挨 拶  ＊  近 藤  茂 

会員数 38名 ／ 免除会員数 1名 ／ 計算総数 37名 ／ 本日の出席数 26名 ／ 暫定出席率 70.27％ 

いらっしゃいます。次年度ガバナー補佐と呼ばれて

いた頃から、何かと積極的にお声かけいただき、と

ても意欲的で、前向きに取り組んでいらっしゃるお

姿が印象に残っております。 

 私たち浜名湖ロータリークラブは、まだまだ小さ

なクラブではありますが、だからこそ、今年度は前

年度の熱量を一過性のものにせず、原点回帰、達成

感を得る、そして 50 年に向けてタスキを繋ぐとい

う思いをもって、一人ひとりが積極的に活動してい

こうと考えております。 

 どうぞ今日は、浜名湖らしいゆったりとした空気

を感じていただきながら、ご指導いただければ幸い

です。本日はよろしくお願いいたします。 

幹 事 報 告  ＊  渡 邊 正 敏 



 

                              

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

浜名湖ロータリークラブ 41 期会長テーマ 

「心をつなぎ、未来へ手をつなぐ ～ロータリーに入ってよかったと思えるために～」 

 

 

社会奉仕委員会  委員長 野本 康比古 

           ・合同奉仕活動の件 

            本年度の合同奉仕活 

           動はアマモ再生プロジ 

           ェクトを行います。参加 

 希望確認を取りたいと

思いますので、ご興味を持ってぜひご参加をお願

いいたします。 

親睦委員会  委員長 柴田 浩 

           ・家族納涼例会の件 

            次週 29 日は家族納族 

           納涼例会です。1 家族 1 

           つ1,500円程度のプレゼ 

 ントをご用意いただき、

多くの皆様のご参加をお願いいたします。また、

9 月 12 日（金）は合同観月会です。ご予定を確認

して、ご出席をお願いいたします。 

公共イメージ委員会  委員長 戸塚 良平 

           ・ロータリーの友 7 月 

           号の紹介と作品募集 

           ＜横組み＞ 

           P16 ガバナーの横顔 

 P24 国際ロータリー理事会 

P47 お知らせ 

＜縦組み＞ 

P14 ロータリー俳壇・歌壇・柳壇 

 8 月 5 日の担当例会で、俳句短歌川柳をロータ

リーの友に投稿しようと企画しております。ぜひ

皆様考えてみてください。お願いいたします。 

 

 

 

 

 

委 員 会 報 告 

 

 

 

第 2620 地区ガバナー 稲葉 雅之 様 

 

 

 

 

 

 

 本年度ガバナーを拝命しました、伊東西ロータ

リークラブの稲葉雅之です。 

 2025-26RI 会長予定だったマリオ・セザール・

マルティンス・デ・カマルゴ氏の予期せぬ辞任発

表があり、フランチェスコ・アレッツォ氏（イタ

リア、ラグーザ・ロータリークラブ所属）が新た

に会長に選ばれました。『UNITE FOR GOOD（よ

いことのために手を取りあおう）』は会長メッセ

ージとして継承されますので、空間軸と時間軸に

おいて、先にロータリアンから手を差し伸べまし

ょう（The First to Act - Rotarians）。 

 また、『革新』『継続性』『パートナーシップ』が

成長のための【不可欠な 3 つの柱】と位置づけら

れ、1.「会員増強の重要性」 2.「継続性の重要性」 

3.「パートナーシップの力」4.「次世代へつなぐ

ロータリー」をポイントとして掲げています。今

回から RI 会長の単年度テーマはメッセージとい

う形に変わり、従来から親しむ『ビジョン声明』

が普遍的なテーマのように重きを置かれたとい 

 

 

 

本 日 のプ ロ グ ラ ム 
【  】 

 

 

近藤 茂 ガバナー稲葉雅之様、地区幹事杉本興

一様、ガバナー補佐川井啓介様、事務

局長桒原伸夫様、本日はようこそ浜名

湖 RC へいらっしゃいました。ガバナ

ー公式訪問、ガバナー補佐訪問、よろ

しくお願いします。 

渡邊正敏 ガバナー稲葉雅之様、地区幹事杉本興

一様、ガバナー補佐川井啓介様、事務

局長桒原伸夫様、本日はようこそ浜名

湖 RC へいらっしゃいました。ガバナ 

ス マ イ ル 報 告 

ー公式訪問、ガバナー補佐訪問、よろ

しくお願いします。 

中村一壽 稲葉ガバナー、川井ガバナー補佐御一

行様、本日はよろしくお願いいたしま

す。 

菅沼仁司 ガバナーご一行様、ご訪問ありがとう

ございます。本日はよろしくお願いし

ます。 

内山悦二 稲葉ガバナー、川井ガバナー補佐ご一

行様、本日はようこそ浜名湖へ。宜し

くお願いします。 

中村哲也 稲葉ガバナー、本日はよろしくお願い

いたします。 

 



         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

         

8月 05日(火) 公共イメージ担当プログラム  理事会 

  「ロータリーの友」投稿チャレンジ。 
 

8月 12日(火) 祝日週休会 

8月 19日(火) 会員増強担当プログラム 

8月 26日(火) プログラム担当プログラム 

 

プ ロ グ ラ ム 案 内 

うことです。 

 今年の地区大会は 12 月に伊東市と伊豆市で開催

され、国際大会は 2026年 6月に台北で開催されま

す。多くのご参加をお待ちしております。 

 さて、【奉仕、ある視点】と題して、様々な角度

からそのあり方を考えていきましょう。地区の財

政的現状として、「米山奨学生 世話クラブ希望

数 ＞ 奨学生数」「青少年交換プログラム 派遣

人数の低迷」「地区賦課金値上げ」等の課題があ

り、活動が抑制されている面も見られます。活動

資金の改善には収入の増加や支出の減少が必要

ですが、会員減少傾向や物価高において、簡単で

はありません。DXや組織のスリム化の推進、「12

のテスト」※の推奨、「クラブ・サポート・ミーテ

ィング」を行ったり、発想を変えてみたりと、何

とか「奉仕の成果を落とさず効率化を図りたい」

ものです。 

（視点①）『ロヒンギャ問題』～『身近な平和啓発』 

・ミャンマーへの支援件数は多いものの、より深刻

とも思われる、迫害され国を追われたロヒンギャ族

への支援には、やや及び腰の実態があるようです。

奉仕の優先順位を考えさせられます。 

・軍事政権によって危険な状態にある現在のミャン

マー人たちは、かつてのロヒンギャの人たちの人権

を思うことができるだろうか。就労や実習で多くの

ミャンマー人が来日した今、日本のロータリアンの

抱く平和について、共感の輪を広げることはできな

いでしょうか。 

（視点②）『会社でワクチン』「ポリオ根絶あと少し」 

・寄付増額 ・周知啓発 ・貢献実感 ・参加基盤

拡大 一石四鳥となるか。 

（視点③）『重点分野の優先順位』 

7 つの重点分野をよく見ると、「平和構築と紛争予

防」に目が留まります。他の分野の全てにおいて、

「平和でありさえすれば」、奉仕活動は効率よく進

み、課題は改善するでしょう。紛争のために十分に

活動ができない。とにかく「紛争のない平和な世界

が望まれる」ということです。 

＜入会してよかった＞ 

「ロータリーの例会は、人生の道場。人づくりの修

練の場である」（米山梅吉） 

「よいことのために、親睦からの、手を取りあって、

ロータリアンから、笑顔の奉仕を、はじめましょ

う。」 

※「12のテスト」 ①【DEI】②【奉仕効果】③【会

員増強】④【真の楽しさ】⑤【奉仕の優先順位】⑥ 

 

【委員会間連携】⑦【DX 推進】⑧【寛容の精神】

⑨【親睦からの笑顔で奉仕】⑩【ロータリーカード】

⑪【3YEARS】⑫【アンチ ハラスメント】 
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静岡第 5グループガバナー補佐 川井 啓介 様 
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※会長幹事会の様子 

 

 

浜松RC 

・8月 12日(火)の例会は、祝日週休会。 

※ビジター受付なし 

 

・8月 23日(金)の例会は、夏の家族会の為、日時、

会場を変更。 

※ビジター受付：8月 23日(金) 

   18：30～19：00グランドホテル浜松フロント 

 

 

 

 

近隣クラブ 例会変更案内 


